
強

い
向

学

心

佐
々
木
駒
之
助
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月
六
日
、
仙
北
郡
大
曲
町
の
隣
接
村
、
戦
後
合
併
し
て
大
曲
市
と

な
っ
た
花
館
村
の
素
封
家
、
佐
々
木
多
右
衛
門
の
三
男
に
生
ま
れ
た
が
、
、
叔
父
佐
々
木
福
蔵
の
養
子
と
な
っ
て
そ
の

最
後
の
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
総
裁

佐

々

木
　

駒

之

助



あ
と
を
継
い
だ
。

佐
々
木
家
は
大
地
主
で
あ
る
が
、
酒
造
、
馬
産
、
養
蚕
業
な
ど
、
代
々
産
業
の
開
発
に
勤
し
ん
で
、
常
に
屋
台
骨
を

ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
た
。

由
緒
正
し
く
ま
た
産
業
一
意
の
堅
実
な
家
庭
に
育
っ
た
佐
々
木
の
小
学
校
の
成
績
は
抜
群
で
あ
っ
た
の
で
本
人
は
強

く
進
学
を
希
望
し
た
が
、
当
時
、
中
学
校
は
秋
田
中
学
一
校
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
交
通
の
便
も
悪
か
っ
た
の
で
親
は
な

か
な
か
許
し
て
く
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
進
学
を
諦
め
ら
れ
な
い
佐
々
木
は
、
祖
父
に
泣
き
つ
い
て
よ
う
や
く
明
治
二
十
一
年
に
秋
田
中
学
に
入
学

さ
せ
て
も
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
。
同
級
生
に
は
、
二
木
謙
三
、
森
田
資
孝
の
両
医
学
博
士
か
お
り
、
在
学
中
は
、
後
に

秋
田
大
学
創
設
の
立
役
者
と
な
る
池
田
謙
三
の
父
親
で
あ
る
孫
一
の
世
話
に
な
っ
て
下
宿
生
活
を
し
て
い
る
。

明
治
二
十
六
年
に
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
佐
々
木
は
、
さ
ら
に
上
の
学
校
に
進
み
た
い
と
の
希
望
を
も
っ
て
い
た

が
、
中
学
進
学
す
ら
反
対
し
た
両
親
は
な
か
な
か
承
知
し
な
い
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
に
、
医
者
に
な
る
な
ら
学
資
を
出
し
て
も
よ
い
と
い
う
親
戚
の
者
が
現
れ
、
そ
の
支
援
を
受

け
て
官
立
第
二
高
等
学
校
（
東
北
大
学
教
養
部
の
前
身
）
に
進
学
す
る
。
佐
々
木
は
仙
岩
峠
の
難
所
を
徒
歩
で
越
え
、

盛
岡
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
仙
台
に
向
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
在
学
半
年
ほ
ど
で
栄
養
失
調
か
ら
脚
気
を
わ
ず
ら
っ
て
帰
郷
、
療
養
一
意
の
日
々
を
過
ご
す
。

半
年
ほ
ど
で
快
癒
し
た
佐
々
木
は
、
今
度
は
東
京
の
医
学
校
に
入
学
す
る
と
称
し
て
上
京
す
る
が
、
も
と
も
と
医
学

部
志
望
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
実
際
は
慶
応
義
塾
の
理
財
科
（
現
経
済
学
部
）
に
入
学
し
、
三
十
二
年
に
そ
こ
を
卒
業



し
た
。
塾
長
の
福
沢
諭
吉
が
ま
だ
健
在
で
、
佐
々
木
も
直
接
福
沢
の
薫
陶
を
受
け
た
。

町

田

忠

治

の

紹

介

で

経

済

界

へ

慶
応
卒
業
後
、
佐
々
木
は
福
沢
の
勧
め
で
戦
前
の
日
本
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
大
阪
に
赴
き
、
堺
に
あ
る
敷
物
関

係
の
会
社
の
貿
易
部
門
に
一
年
間
だ
け
勤
め
た
後
、
秋
田
中
学
の
先
輩
で
、
当
時
、
総
番
頭
を
し
て
い
た
町
田
忠
治
の

紹
介
で
三
十
三
年
四
月
に
山
口
銀
行
に
入
行
す
る
。
同
行
は
、
大
阪
財
閥
の
一
つ
、
山
口
吉
郎
兵
衛
家
の
経
営
す
る
銀

行
で
あ
る
。

佐
々
木
の
能
力
を
見
抜
い
た
町
田
は
、
間
も
な
く
佐
々
木
を
理
事
に
登
用
す
る
と
と
も
に
、
孝
子
夫
人
の
東
京
女
子

師
範
学
校
の
後
輩
を
佐
々
木
に
紹
介
し
て
結
婚
さ
せ
た
。

経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
山
口
銀
行
の
建
て
直
し
の
た
め
に
招
聘
さ
れ
て
十
年
、
銀
行
の
経
営
が
安
定
し
た
軌
道
に

乗
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
町
田
は
、
後
事
を
す
べ
て
佐
々
木
に
託
し
、
み
ず
か
ら
は
新
た
に
政
界
に
進
出
す
べ
く
大
阪

を
去
っ
て
行
っ
た
。

先
輩
か
ら
一
切
を
任
さ
れ
た
佐
々
木
は
、
ま
ず
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
山
口
銀
行
を
株
式
会
社
組
織
に
し
て
み
す

が
ら
常
務
取
締
役
に
就
任
、
さ
ら
に
九
年
に
は
山
口
家
そ
の
も
の
を
合
資
会
社
組
織
に
し
て
、
こ
れ
ま
た
理
事
か
ら
理

事
長
と
な
り
、
山
口
銀
行
と
山
口
家
の
総
番
頭
格
と
し
て
経
営
の
腕
を
振
る
っ
た
。

そ
の
間
、
大
正
八
年
に
は
欧
米
の
経
済
事
情
の
視
察
に
出
か
け
、
ほ
ぼ
一
年
を
か
け
て
海
外
の
事
情
を
調
査
研
究
す



る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
経
済
感
覚
も
養
っ
て
き
て
い
る
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
二
月
、
時
勢
の
流
れ
に
沿
っ
て
株
式
会
社
三
十
四
銀
行
、
同
鴻
ノ
池
銀
行
と
山
口
銀
行

の
三
行
合
併
問
題
が
具
体
化
し
、
三
和
銀
行
（
現
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
が
誕
生
し
た
。
日
本
銀
行
か
ら
頭
取
を
迎
え
た
佐
々

木
は
自
分
を
平
頭
取
と
し
て
第
一
線
を
退
く
が
、
実
質
は
依
然
と
し
て
佐
々
木
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
仕
切
っ
て
い

た
。

日

本

経

済

界

の

重

鎮

こ
の
時
期
の
佐
々
木
は
、
多
く
の
企
業
や
団
体
の
役
職
に
就
い
て
寧
日
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
試
み
に
そ
の
幾
つ

か
を
列
挙
し
て
み
る
。

日
本
生
命
保
険
会
社
会
長
、
共
同
火
災
保
険
会
社
会
長
、
東
洋
リ
ノ
リ
ウ
ム
会
社
会
長
、
大
阪
貯
蓄
銀
行
（
現
り
そ

な
銀
行
）
取
締
役
、
関
西
信
託
会
社
（
現
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
）
取
締
役
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
監
査
役
、
新
大
阪
ホ
テ
ル
監

査
役
、
財
団
法
人
大
阪
癌
協
会
理
事
、
同
阪
神
産
業
化
学
研
究
会
理
事
、
同
日
満
実
業
協
会
理
事
等
々
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
国
策
会
社
で
あ
る
東
北
振
興
電
力
株
式
会
社
、
南
方
開
発
金
庫
な
ど
の
設
立
委
員
も
務
め
、
単
に
関
西

財
界
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
国
策
会
社
や
南
方
開
発
に
ま
で
そ
の
視
野
と
影
響
力
は
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

多
忙
を
極
め
る
な
か
、
昭
和
十
三
年
に
は
八
ヵ
月
に
わ
た
る
二
度
目
の
欧
米
経
済
事
情
視
察
に
赴
い
て
い
る
か
ら
、

そ
の
行
動
力
に
は
驚
く
し
か
な
い
。



な
お
、
こ
の
と
き
は
『
一
九
三
八
年
の
欧
米
』
と
題
し
た
本
文
五
百
五
十
ペ
ー
ジ
、
付
録
と
し
て
ゴ
ル
フ
行
脚
、
旅

程
等
を
添
え
た
著
書
ま
で
出
版
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
は
囲
碁
と
な
ら
ぶ
佐
々
木
の
趣
味
で
あ
っ
た
。

こ
の
著
書
は
、
今
も
、
当
時
の
欧
米
事
情
を
知
る
貴
重
な
文
献
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

佐
々
木
で
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
総
裁
と
し
て
大
い
な
る
手

腕
を
発
揮
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
国
策
会
社
は
、
明
治
四
十
三
年
に
併
合
し
た
朝
鮮
の
開
発
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
佐
々
木
は
昭

和
十
四
年
五
月
、
六
十
五
歳
の
と
き
に
そ
こ
の
総
裁
に
任
じ
ら
れ
、
十
九
年
五
月
に
再
任
さ
れ
て
、
二
十
年
八
月
の
終

戦
ま
で
、
六
年
余
り
に
わ
た
っ
て
こ
の
要
職
を
務
め
た
こ
と
に
な
る
。
結
果
的
に
、
最
後
の
総
裁
に
な
っ
た
。

当
時
の
拓
殖
対
策
は
、
佐
々
木
の
就
任
し
た
東
洋
拓
殖
に
限
ら
ず
、
政
治
家
、
事
業
家
、
政
治
浪
人
等
に
ま
ど
わ
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
最
高
責
任
者
の
総
裁
と
も
な
れ
ば
常
に
そ
う
し
た
人
種
の
出
現
に
悩
ま
さ
れ
た
と
い
う
。

特
に
、
戦
時
に
入
っ
て
か
ら
は
軍
部
の
強
圧
を
受
け
、
佐
々
木
も
手
を
焼
い
た
よ
う
だ
が
、
英
国
流
の
紳
士
で
あ
っ

た
彼
は
、
温
厚
篤
実
、
常
に
温
顔
を
も
っ
て
相
手
に
接
し
た
の
で
、
風
当
た
り
も
多
少
は
和
ら
い
だ
ら
し
い
。

し
か
し
、
表
面
の
や
わ
ら
か
さ
と
は
別
に
佐
々
木
は
き
わ
め
て
芯
が
強
く
、
一
度
こ
う
と
決
意
し
た
ら
容
易
に
は
変

え
な
い
硬
骨
漢
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
は
独
立
自
尊
を
唱
え
た
福
沢
諭
吉
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
生
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

い
か
な
る
弾
圧
や
強
要
に
対
し
て
も
決
し
て
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
時
に
は
穏
や
か
に
こ
れ
を
避
け
、
時
に
は
円
滑
に

拒
否
し
て
、
あ
く
ま
で
自
分
の
信
念
に
基
づ
い
て
行
動
し
た
。



こ
う
し
た
態
度
、
能
力
、
人
柄
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
に
は
貴
族
院
勅
選
議
員
に
任
じ
ら
れ
る
栄
誉
に
浴
し
て

い
る
。

日
本
経
済
界
の
重
鎮
と
し
て
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
佐
々
木
で
は
あ
っ
た
が
、
ふ
る
さ
と
秋
田
に
対
す
る
思
い

は
人
一
倍
の
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

折
を
み
て
は
帰
郷
し
て
い
る
が
、
大
正
十
二
年
に
帰
秋
の
際
は
、
母
校
で
あ
る
秋
田
中
学
に
武
道
室
建
設
の
話
が
あ

る
の
を
仄
聞
し
て
一
万
円
（
現
在
の
金
額
に
す
る
と
約
二
千
万
円
）
と
い
う
大
金
を
寄
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
十
七
年
、
束
洋
拓
殖
総
裁
時
代
に
、
町
田
忠
治
、
山
下
太
郎
、
水
野
錬
太
郎
な
ど
の
秋
旧
県
出
身
者
や
、

後
に
国
鉄
総
裁
に
就
任
し
た
長
崎
惣
之
助
な
ど
〈
十
人
会
〉
の
一
行
と
と
も
に
帰
秋
し
、
雄
物
川
下
流
改
修
後
の
秋
田

港
を
中
心
と
す
る
県
都
の
発
展
に
つ
い
て
、
す
こ
ぶ
る
示
唆
に
富
ん
だ
発
言
を
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
敗
戦
と
と
も
に
、
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
も
進
駐
軍
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、
貴
族
院
も
憲

法
改
正
に
よ
り
二
十
一
年
四
月
に
は
廃
止
と
な
る
。
佐
々
木
が
命
が
け
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
す
べ
て
烏
有
に
帰

す
の
で
あ
る
。

上
手
に
立
ち
回
る
よ
う
な
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
佐
々
木
は
、
二
十
一
年
八
月
か
ら
二
十
八
年
八
月
ま
で
の
五

年
間
、
占
領
軍
の
追
放
命
令
に
よ
っ
て
兵
庫
県
伊
丹
市
で
寂
し
い
日
々
を
送
る
。

佐
々
木
は
、
そ
の
問
の
事
情
に
つ
い
て
は
黙
し
て
語
ら
な
い
が
、
過
去
の
栄
光
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
思
う
と
こ

ろ
も
ま
た
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

昭
和
二
十
九
年
八
月
二
日
、
佐
々
木
は
起
伏
に
富
ん
だ
生
涯
を
静
か
に
終
え
た
。
八
十
歳
で
あ
っ
た
。
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